
横
光
利
一
の
「
七
階
の
運
動
」
（
’
九
二
七
年
九
月
、
『
文
芸
春
秋
」
「
芥

川
龍
之
介
追
悼
号
」
）
は
、
吉
行
エ
イ
ス
ヶ
の
「
女
百
貨
店
」
（
一
九
三
○
年

二
月
、
「
近
代
生
活
』
）
や
『
享
楽
百
貨
店
」
（
同
年
五
月
、
「
モ
ダ
ン
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
円
舞
曲
」
、
春
陽
堂
）
、
伊
藤
整
の
「
Ｍ
百
貨
店
」
（
一
九
三
一
年
五
月
、

「
新
科
学
文
芸
」
）
な
ど
に
先
行
し
、
い
ち
早
く
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
反
映
と
し

て
一
百
貨
店
」
（
「
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
」
）
を
と
ら
え
て
い
る
。

し
か
し
、
横
光
利
一
文
学
の
真
価
は
、
そ
う
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
表
層
を

作
品
に
反
映
さ
せ
た
点
や
、
修
辞
技
巧
の
妙
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は

同
時
代
の
言
説
空
間
と
の
共
時
性
の
う
ち
に
見
出
せ
る
〈
近
代
〉
へ
の
ま
な

ざ
し
に
あ
る
の
だ
。
〈
制
度
〉
を
穿
つ
「
七
階
の
運
動
」
は
、
そ
れ
が
端
的

に
表
れ
た
格
好
の
例
で
あ
る
。

『
七
階
の
運
動
』
で
、
能
子
に
「
あ
な
た
は
人
間
の
感
能
が
お
金
で
ど
こ

ま
で
発
達
し
て
い
る
か
、
験
等
へ
る
機
械
の
よ
う
な
も
の
よ
・
」
、
｜
あ
な
た
は

横
光
利
一
『
七
階
の
運
動
』

ｌ
「
永
遠
の
女
性
」
を
穿
つ
く
身
体
〉

横
光
利
一
『
七
階
の
運
動
」
論

菫
覗

お
金
よ
◎
た
っ
た
そ
れ
だ
け
・
」
と
い
わ
れ
る
百
貨
店
の
道
楽
息
子
久
慈
は
、

毎
日
シ
ョ
ッ
プ
ガ
ー
ル
た
ち
の
言
動
を
「
お
金
一
に
換
算
す
る
貨
幣
万
能
主

義
者
で
あ
る
。
そ
の
久
慈
は
、
不
断
の
「
巡
礼
」
で
振
り
撒
く
「
お
金
」
で

百
貨
店
の
各
層
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
シ
ョ
ッ
プ
ガ
ー
ル
た
ち
を
結
合
さ
せ
、

｜
永
遠
の
女
性
」
像
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。
差
し
詰
め
久
慈
は
「
永
遠
の
女

性
」
の
体
内
を
循
環
す
る
血
液
で
あ
り
、
シ
ョ
ッ
プ
ガ
ー
ル
た
ち
は
、
そ
の

久
慈
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
胴
や
手
足
な
ど
の
「
永
遠
の
女
性
」
と
い
う
全
体

（
組
織
）
“
の
構
成
に
必
要
な
一
器
官
Ⅱ
パ
ー
ツ
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
。
例

え
ば
㈱
二
階
の
諺
子
は
「
胄
袋
の
よ
う
に
動
く
」
が
、
身
体
の
一
器
官
で
あ

る
胃
袋
は
、
「
永
遠
の
女
性
」
の
パ
ー
ツ
と
し
て
の
役
割
分
担
の
場
に
固
定

さ
れ
た
状
況
を
暗
示
さ
せ
る
。
こ
の
ほ
か
「
レ
ッ
テ
ル
の
よ
う
に
埋
ま
っ
て

い
」
て
、
久
慈
が
｜
も
う
少
し
、
暴
れ
な
け
れ
ば
。
」
と
い
う
の
に
対
し
、
「
だ

っ
て
、
暑
い
わ
。
一
と
動
く
こ
と
を
拒
否
す
る
三
階
の
桃
子
、
「
婚
礼
調
度
品

の
大
鯛
小
鯛
に
挟
ま
っ
て
」
、
「
汗
を
か
い
た
ま
ま
夕
暮
れ
の
来
る
の
を
待
っ

て
い
る
」
四
階
の
丹
子
、
「
金
属
の
中
に
刺
っ
た
花
の
よ
う
に
浮
い
て
い
る
」

五
階
の
烏
子
、
｜
‐
鏡
の
中
に
い
」
て
閉
じ
込
め
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
さ

矢
本
浩
司
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せ
る
六
階
の
容
子
ら
は
、
い
ず
れ
も
同
様
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。

久
慈
に
よ
っ
て
一
枚
か
二
枚
の
－
．
十
円
紙
幣
」
に
換
算
さ
れ
る
彼
女
た
ち

は
、
い
わ
ば
「
永
遠
の
女
性
」
の
成
立
に
不
可
欠
な
パ
ー
ツ
と
し
て
金
で
買

わ
れ
た
商
品
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
売
買
さ
れ
る
百

貨
店
の
各
層
で
、
香
水
や
鏡
な
ど
の
商
品
の
な
か
に
彼
女
た
ち
が
じ
っ
と
埋

も
れ
て
い
る
姿
は
象
徴
的
だ
。

と
り
わ
け
一
階
の
競
子
は
商
品
的
な
存
在
で
あ
る
。
彼
女
は
勤
務
中
に
久

慈
へ
視
線
を
送
り
、
「
久
慈
の
ネ
ク
タ
イ
へ
息
を
吐
き
か
け
」
、
彼
を
誘
惑
す

る
。
彼
女
は
能
子
と
久
慈
を
張
り
合
い
、
能
子
に
邪
魔
を
さ
れ
る
と
「
足
先

で
床
を
叩
」
く
。
も
ち
ろ
ん
競
子
と
久
慈
の
間
に
は
性
交
渉
が
あ
る
は
ず
だ

が
、
「
紙
幣
」
と
交
換
に
自
身
の
身
体
を
売
り
物
に
し
て
い
る
競
子
は
、
誰

よ
り
も
商
品
的
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
よ
う
に
「
永
遠
の
女
性
」
と
い
う
全
体
を
完
成
さ
せ
る
た
め

に
、
金
で
買
わ
れ
て
パ
ー
ツ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
シ
ョ
ッ
プ
ガ
ー
ル
た

ち
の
な
か
で
、
能
子
の
存
在
は
異
質
だ
。
能
子
に
は
久
慈
の
「
十
円
紙
幣
」

の
効
果
が
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
能
子
は
久
慈
に
二
枚
づ
つ
お
紙
幣
を

く
ば
っ
て
降
り
て
来
て
、
そ
れ
か
ら
競
子
さ
ん
を
自
動
車
に
乗
せ
て
飛
び
廻

る
こ
と
な
ん
か
、
新
し
い
仕
事
だ
な
ん
て
思
え
な
い
わ
。
一
と
い
い
、
「
誇
ら

か
な
競
子
の
半
世
紀
遅
れ
た
肉
感
」
を
一
譜
誰
で
墜
倒
」
そ
う
と
す
る
。
久

慈
と
二
人
で
ホ
テ
ル
へ
行
っ
て
も
身
体
を
許
さ
な
い
能
子
は
、
金
と
身
体
の

交
換
Ｉ
売
春
行
為
は
決
し
て
「
新
し
い
仕
事
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
半
世

紀
遅
れ
」
て
い
る
と
批
判
す
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
能
子
は
い
か
な
る
存
在

な
の
か
。

身
体
の
静
止
の
拒
否

一
あ
た
し
は
動
か
な
い
で
じ
っ
と
し
て
い
る
と
、
草
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
風
邪
を
ひ
く
の
。
」

身
体
の
解
放

「
あ
の
裸
体
姿
を
見
て
い
る
と
、
身
体
が
風
の
よ
う
に
拡
が
っ
て
飛
び

た
く
な
る
の
。
」

身
体
の
躍
動

「
久
慈
の
手
を
持
っ
て
、
引
き
摺
り
降
ろ
す
と
、
突
き
あ
た
り
な
が
ら

踊
り
出
し
た
。
｜

身
体
の
動
態

「
能
子
は
久
慈
の
膝
の
上
へ
飛
び
移
る
と
、
櫓
を
漕
ぐ
よ
う
に
身
体
を

前
後
に
揺
り
動
か
し
た
。
」

以
上
は
身
体
の
静
止
の
拒
否
、
身
体
の
解
放
、
身
体
の
躍
動
、
身
体
の
動

態
と
、
ホ
テ
ル
で
の
能
子
の
特
徴
的
な
形
象
を
表
す
箇
所
の
抜
粋
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
身
体
表
現
は
、
他
の
シ
ョ
ッ
プ
ガ
ー
ル
た
ち
が
「
永
遠
の
女
性
」

の
パ
ー
ツ
と
し
て
固
定
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
能
子
の
動
性
を
示
す
（
能
子

の
（
能
〉
も
能
動
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
さ
せ
る
）
ば
か
り
で
は
な
い
。
他

の
シ
ョ
ッ
プ
ガ
ー
ル
た
ち
の
商
品
性
に
対
し
、
能
子
の
躍
動
感
溢
れ
る
身
体

は
、
金
と
の
交
換
を
許
さ
な
い
Ⅱ
商
品
と
し
て
相
対
化
さ
れ
な
い
固
有
の
身

体
を
強
調
し
て
い
る
の
だ
。

二
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例
え
ば
、
能
子
は
二
羽
の
篶
烏
の
泳
ぎ
を
「
古
風
な
恋
愛
」
だ
と
見
な
し
、

｜
欄
干
の
上
で
逆
立
ち
し
て
み
た
く
て
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
ま
た
、
久
慈

は
能
子
に
「
君
だ
け
は
、
百
貨
店
の
法
則
か
ら
逆
に
進
行
し
て
い
て
く
れ
一

と
も
い
っ
て
お
り
、
「
久
慈
は
能
子
に
逢
う
と
世
界
が
新
鮮
に
転
倒
」
す
る

と
い
う
記
述
も
あ
る
。
種
々
の
商
品
が
〈
一
般
的
等
価
物
〉
と
し
て
の
貨
幣

と
交
換
さ
れ
る
百
貨
店
で
、
シ
ョ
ッ
プ
ガ
ー
ル
た
ち
の
身
体
す
ら
商
品
と
し

て
貨
幣
と
交
換
さ
れ
る
。
い
わ
ば
「
逆
立
ち
」
、
「
逆
行
」
、
「
転
倒
」
な
ど
の

一
連
の
表
現
は
、
資
本
主
義
に
お
け
る
貨
幣
万
能
主
義
観
の
「
転
倒
」
で
あ

り
、
｜
永
遠
の
女
性
」
の
各
パ
ー
ツ
と
し
て
相
対
的
（
均
質
）
に
還
元
さ
れ

な
い
独
立
の
身
体
を
有
す
個
の
尊
重
を
強
調
し
て
い
る
の
だ
。
能
子
が
「
古

風
な
恋
愛
」
を
批
判
す
る
の
も
、
「
永
遠
の
女
性
」
像
に
規
定
さ
れ
な
い
の

と
同
様
で
、
理
想
（
普
遍
）
化
さ
れ
た
「
恋
愛
一
の
形
式
（
〈
制
度
〉
）
に
独

立
の
個
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
へ
の
拒
絶
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
永
遠
の
女
性
」
を
夢
想
す
る
貨
幣
万
能
主
義
者
の
久
慈

に
、
能
子
は
決
し
て
と
ら
え
ら
れ
な
い
の
だ
。
能
子
は
久
慈
の
誘
惑
か
ら
脱

れ
、
ホ
テ
ル
で
も
性
交
渉
は
な
い
。
二
人
の
間
で
「
結
婚
」
が
話
題
に
の
ぼ

り
、
能
子
が
久
慈
に
「
あ
た
し
と
結
婚
な
さ
る
お
つ
も
り
な
の
？
」
と
尋
ね

て
も
、
久
慈
は
「
い
つ
ま
で
も
黙
（
“
て
い
る
」
し
か
な
い
の
だ
。
「
永
遠
の

女
性
」
を
幻
視
す
る
久
慈
に
は
、
現
実
問
題
で
あ
る
一
結
婚
」
は
リ
ア
リ
テ

ィ
ー
を
も
っ
て
迫
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
た
と
え
能
子
が
現
実
世
界
を
生
き
る

〈
生
身
〉
の
久
慈
を
認
識
し
た
と
し
て
も
、
久
慈
は
最
後
ま
で
能
子
を
「
永

遠
の
女
性
一
像
の
パ
ー
ツ
と
し
て
し
か
認
識
で
き
な
い
か
ら
だ
“

能
子
は
、
｜
青
春
と
は
か
く
の
如
し
」
と
新
婚
の
若
夫
婦
に
透
徹
し
た
ま

横
光
利
一
「
七
階
の
運
動
」
論

な
ざ
し
を
向
け
て
羽
根
枕
を
叩
き
、
「
古
風
な
恋
愛
」
を
見
る
と
、
そ
の
羽

根
枕
を
一
目
茶
苦
茶
に
叩
き
つ
け
て
や
り
た
く
な
る
」
。
彼
女
は
久
慈
に
一
ま

ア
、
あ
な
た
は
、
結
婚
と
は
ど
ん
な
こ
と
だ
か
御
存
知
な
い
と
見
え
る
わ
ね
。
｜

と
い
い
、
「
結
婚
な
ん
か
い
た
し
ま
せ
ん
。
」
と
断
言
す
る
。
能
子
は
自
己
を

規
定
す
る
〈
制
度
〉
と
し
て
の
「
結
婚
」
を
よ
く
「
存
知
」
て
い
て
、
そ
れ

を
拒
絶
し
て
い
る
の
だ
。

久
慈
の
「
お
金
」
の
誘
惑
を
拒
絶
し
、
結
婚
を
否
定
す
る
能
子
は
、
自
己

の
身
体
の
み
を
頼
り
に
切
実
な
一
生
活
」
を
送
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
女
性
の

収
入
は
男
性
よ
り
低
い
ば
か
り
か
、
当
時
の
百
貨
店
の
店
員
の
収
入
は
そ
の

華
や
か
さ
と
は
対
照
的
に
、
事
務
員
や
商
工
業
に
従
事
す
る
他
の
職
業
婦
人

（
１
）

の
収
入
に
比
し
て
も
格
段
に
低
か
っ
た
。
一
日
中
立
ち
通
し
の
百
貨
店
の
苛

（
ウ
ニ

酷
な
労
働
条
件
下
に
あ
り
、
ホ
テ
ル
で
の
一
時
で
さ
え
一
明
日
の
朝
は
電
車

で
足
を
踏
ま
れ
ぬ
よ
う
に
一
と
一
生
活
」
の
現
実
を
考
え
て
い
る
能
子
は
、

と
も
す
れ
ば
自
己
の
生
存
を
脅
か
す
抜
き
差
し
な
ら
な
い
現
実
（
日
常
）
、
「
生

活
」
の
世
界
に
、
そ
の
〈
生
身
〉
の
身
体
一
つ
で
直
面
し
て
い
る
の
だ
。
こ

う
し
た
深
刻
な
「
生
活
」
事
情
に
も
関
わ
ら
ず
、
久
慈
を
拒
み
、
自
己
の
〈
生

身
〉
一
つ
で
生
き
る
能
子
の
生
き
様
に
、
解
放
さ
れ
た
、
自
立
し
た
女
性
の

誇
り
と
尊
厳
が
見
出
せ
る
。
一
方
の
久
慈
は
大
金
を
自
在
に
操
り
、
そ
の
「
生

活
は
嘘
の
よ
う
に
方
便
」
で
あ
る
。
「
永
遠
」
は
不
老
不
死
、
不
朽
不
変
を

想
起
さ
せ
る
が
、
「
永
遠
」
の
「
女
性
」
を
夢
想
す
る
久
慈
に
は
、
生
々
し

い
現
実
へ
の
実
感
や
生
活
感
は
あ
り
得
な
い
。

例
え
ば
、
能
子
は
一
‐
永
遠
の
女
性
」
の
構
築
の
た
め
と
は
い
え
、
〈
生
身
〉

の
身
体
を
駆
使
し
て
百
貨
店
の
一
階
か
ら
七
階
ま
で
を
階
段
で
駆
け
上
が
る

三
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0

久
慈
の
毎
日
の
一
運
動
」
を
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
能
子
の
拠
り
所

は
、
決
し
て
架
空
の
「
永
遠
の
女
性
一
像
の
パ
ー
ツ
に
規
定
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
独
立
し
た
自
己
が
〈
生
身
〉
一
つ
で
生
き
る
現
在
、
現
実
の
「
生

《
細
｝

活
」
世
界
に
こ
そ
あ
り
、
現
実
世
界
を
経
験
す
る
身
体
こ
そ
が
重
要
な
の
だ
。

現
実
と
離
れ
た
「
永
遠
の
女
性
」
や
、
自
由
を
奪
い
〈
家
〉
に
閉
塞
さ
せ
る

「
結
婚
」
な
ど
の
、
何
も
の
か
の
価
値
観
や
〈
制
度
〉
の
下
で
役
割
に
付
さ

れ
、
規
定
（
意
味
付
け
）
さ
れ
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
能
子
は
、
〈
生
身
〉
の

身
体
に
迫
る
生
き
死
に
の
「
生
活
」
世
界
と
そ
こ
を
生
き
抜
く
身
体
こ
そ
を

尊
重
し
て
い
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
能
子
の
特
性
は
、
久
慈
と
二
人
で
ホ
テ
ル
へ
向
か
う
途
中
の

以
下
の
描
写
に
暗
示
的
だ
《
〕

水
滴
型
の
自
動
車
が
、
そ
の
膨
れ
た
尖
端
で
、
街
を
落
下
す
る
よ
う
に

疾
走
し
た
。
久
慈
と
能
子
が
ホ
テ
ル
へ
と
行
く
の
で
あ
る
。
ガ
ー
ド
の

下
腹
。
鉄
の
皮
膚
に
描
か
れ
た
粗
剛
な
朱
色
の
十
字
を
指
差
し
て
、
能

子
は
云
っ
た
。

「
あ
な
た
、
あ
た
し
は
あ
れ
が
怖
い
の
。
」

久
慈
が
振
り
向
く
と
ガ
ー
ド
の
上
を
貨
物
列
車
が
慕
進
し
た
。
擦
れ
違

う
オ
ー
ト
バ
イ
。
電
車
の
腹
。
警
官
の
両
手
を
か
す
め
て
ト
ラ
ッ
ク
が

飛
び
上
る
。
キ
ャ
ナ
ル
の
水
面
に
光
っ
た
都
会
の
足
。
下
水
の
口
で
休

息
し
て
い
る
渡
楪
船
。

「
あ
な
た
、
あ
た
し
は
、
あ
れ
が
好
き
な
の
。
」

こ
こ
に
は
能
子
の
怖
れ
の
世
界
と
好
み
の
世
界
の
二
種
の
指
標
が
あ
る
。
前

者
の
方
に
は
、
貨
物
列
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
交
差
、
警
官
の
両
手
を
か
す
め

る
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
近
代
的
な
乗
り
物
に
よ
る
多
様
で
複
雑
、
急
速
な
一
都

会
一
の
交
通
の
風
景
が
あ
る
。
「
電
車
」
は
近
代
機
械
文
明
を
表
象
す
る
典

型
だ
が
、
こ
う
し
た
近
代
的
な
交
通
の
発
達
に
片
鱗
を
見
せ
る
機
械
文
明
、

一
斗
）

資
本
主
義
社
会
に
あ
っ
て
、
〈
生
身
〉
の
個
は
規
定
さ
れ
、
疎
外
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
競
子
を
初
め
と
す
る
シ
ョ
ッ
プ
ガ
ー
ル
た
ち
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階

級
の
久
慈
が
振
り
撒
く
「
お
金
」
と
自
己
の
身
体
を
交
換
し
て
い
る
よ
う
に
、

資
本
主
義
社
会
で
は
、
〈
一
般
的
等
価
物
〉
で
あ
る
貨
幣
に
よ
っ
て
〈
生
身
〉

の
身
体
さ
え
も
交
換
さ
れ
、
相
対
化
さ
れ
る
。
能
子
は
そ
れ
を
危
倶
し
て
い

る
の
だ
。
久
慈
の
貨
幣
で
各
パ
ー
ツ
が
結
合
し
て
創
造
さ
れ
る
「
永
遠
の
女

性
」
像
は
、
そ
う
し
た
構
造
を
象
徴
し
て
い
る
。
一
方
の
彼
女
が
好
む
風
景

に
あ
る
波
楪
船
が
休
息
す
る
一
下
水
の
口
」
は
、
近
代
都
市
の
排
泄
物
が
送

り
込
ま
れ
る
場
所
で
あ
る
。
能
子
は
、
こ
の
排
泄
物
の
溜
ま
り
場
に
、
機
械

文
明
、
資
本
主
義
社
会
か
ら
排
泄
Ⅱ
排
除
（
疎
外
）
さ
れ
る
（
生
身
〉
の
暗

示
を
見
て
い
る
の
だ
。
能
子
は
「
あ
た
し
は
野
蛮
人
が
大
好
き
よ
・
」
、
「
野

蛮
人
を
軽
蔑
す
る
の
は
、
文
明
人
の
欠
点
よ
・
」
と
「
野
蛮
」
を
肯
定
す
る
。

能
子
の
い
う
「
野
蛮
」
は
、
自
然
の
、
あ
り
の
ま
ま
を
晒
す
〈
生
身
〉
の
身

体
の
現
実
の
指
標
で
あ
り
、
機
械
の
歯
車
Ⅱ
社
会
（
組
織
）
の
一
器
官
（
パ

ー
ツ
）
と
し
て
規
定
し
、
人
間
性
を
喪
失
さ
せ
、
排
除
、
抑
圧
す
る
近
代
機

械
文
明
へ
の
抵
抗
の
指
標
な
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
『
七
階
の
運
動
』
で
は
、
久
慈
と
能
子
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
両
者
の
間
に
は
何
も
起
こ
ら
な
い
。
久
慈
と
能
子

の
間
に
「
恋
愛
一
が
生
じ
、
そ
れ
が
成
就
（
「
結
婚
一
一
）
す
る
わ
け
で
も
な
い
。

ホ
テ
ル
へ
行
っ
て
も
、
二
人
の
問
に
性
交
渉
は
な
い
。
ま
た
、
久
慈
の
理
想

三
八



で
あ
る
一
永
遠
の
女
性
」
が
完
成
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
か
と
い
っ
て
久
慈

が
そ
の
考
え
方
を
改
め
る
わ
け
で
も
な
い
。
も
ち
ろ
ん
久
慈
と
能
子
の
別
離

の
悲
劇
が
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
（
そ
も
そ
も
二
人
は
最
初
か
ら
関

係
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
）
。
終
始
久
慈
は
「
永
遠
の
女
性
」
を
巡
る
円
環

言
。
－

的
な
「
運
動
」
を
続
け
、
能
子
は
そ
の
「
頭
一
を
横
に
振
る
ば
か
り
だ
。

ま
た
、
作
品
の
冒
頭
は
「
今
日
は
昨
日
の
続
き
で
あ
る
。
」
と
い
う
記
述

か
ら
は
じ
ま
る
が
、
結
末
の
一
節
に
も
「
今
日
は
昨
日
の
翌
日
だ
。
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
冒
頭
の
一
節
に
あ
る
「
吐
潟
」
を
続
け
る
三
レ

ベ
ー
タ
ー
」
や
商
品
に
埋
没
し
て
い
る
シ
ョ
ッ
プ
ガ
ー
ル
た
ち
な
ど
の
百
貨

店
の
日
常
の
風
景
は
、
結
末
の
一
節
で
も
全
く
同
様
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
冒
頭
と
結
末
の
同
一
の
一
節
は
、
不
変
の
時
間
、
日
常
の
反
復
、
作
品

の
円
環
性
を
表
し
て
い
る
。
加
え
て
、
「
七
階
の
運
動
」
と
い
う
表
題
も
単

に
現
象
を
示
す
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
に
決
定
的
な
も
の
は
見
出
せ
な
い
。
こ
の

よ
う
に
作
品
『
七
階
の
運
動
一
一
に
は
、
一
定
不
変
の
時
間
と
日
常
の
反
復
が

表
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
物
語
の
発
展
や
結
論
へ
決
定
は
な
い
。
た
だ
久
慈

と
能
子
の
対
照
（
差
異
）
が
晒
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
だ
。

つ
ま
り
、
「
永
遠
の
女
性
一
‐
と
い
う
作
り
物
に
規
定
さ
れ
な
い
現
実
を
〈
生

身
〉
の
身
体
一
つ
で
生
き
る
能
子
と
共
鳴
す
る
よ
う
に
、
物
語
の
展
開
、
一

定
の
方
向
性
が
示
さ
れ
な
い
「
七
階
の
運
動
一
と
い
う
作
品
自
体
が
、
現
実

（
読
者
）
の
前
に
晒
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

横
光
利
一
『
七
階
の
運
動
」
論

三

｜
｜
〕
七
階
の
運
動
一
一
・
は
一
九
二
七
年
九
月
の
『
文
芸
春
秋
《
一
言
芥
川
龍
之
介

追
悼
号
」
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
芥
川
龍
之
介
と
谷
崎
潤
一
郎
と

の
間
で
交
わ
さ
れ
た
く
小
説
の
筋
〉
論
争
で
は
、
小
説
の
芸
術
的
価
値
を
巡

っ
て
、
「
話
の
筋
一
（
プ
ロ
ッ
ト
）
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
谷
崎
が
「
筋
の

お
も
し
ろ
さ
」
（
一
筋
の
組
み
立
て
方
一
Ⅱ
プ
ロ
ッ
ト
）
、
「
構
造
的
美
観
」
を

重
視
す
る
の
に
対
し
、
芥
川
は
「
話
ら
し
い
話
の
な
い
小
説
」
、
「
詩
的
精
神
」

が
あ
る
小
説
を
肯
定
す
る
わ
け
だ
が
、
実
は
、
横
光
の
「
話
ら
し
い
話
の
な

い
小
説
」
と
い
え
る
「
七
階
の
連
動
」
は
、
芥
川
の
見
解
に
示
唆
を
得
て
い

る
の
だ
。

例
え
ば
、
ゲ
ー
テ
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
に
高
い
空
へ
一
永
遠
な
る
女
性
は

（
門
）

（
７
）

わ
れ
ら
を
引
き
て
昇
ら
し
む
」
と
あ
る
。
「
永
遠
な
る
女
性
」
と
は
天
空
の

マ
リ
ア
を
指
示
す
る
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
正
宗
白
鳥
は
、
「
ダ

ン
テ
に
就
い
て
一
（
一
九
二
七
年
三
月
、
「
中
央
公
論
二
で
ゲ
ー
テ
を
引
用

し
た
後
、
ダ
ン
テ
に
と
っ
て
は
ヴ
ェ
ア
ト
リ
ー
チ
エ
が
「
久
遠
の
女
性
」
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
受
け
て
、
芥
川
は
『
文
芸
的
な
、
余

り
に
文
芸
的
な
」
「
二
一
正
宗
白
鳥
氏
の
ダ
ン
テ
」
（
一
九
二
七
年
五
月
、

「
改
造
」
）
で
白
鳥
と
同
様
に
ゲ
ー
テ
に
触
れ
た
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

ダ
ン
テ
は
晩
年
に
至
っ
て
も
、
所
謂
一
永
遠
の
女
性
一
を
夢
み
て
い
た
。

し
か
し
所
謂
「
永
遠
の
女
性
」
は
天
国
の
外
に
は
住
ん
で
い
な
い
。
の

み
な
ら
ず
そ
の
天
国
は
「
し
な
い
こ
と
の
後
悔
」
に
充
ち
満
ち
て
い
る
。

丁
度
地
獄
は
炎
の
中
に
一
し
た
こ
と
の
後
悔
」
を
広
げ
て
い
る
よ
う
に
。

「
天
国
の
外
一
、
つ
ま
り
現
実
世
界
に
「
住
ん
で
い
な
い
一
「
永
遠
の
女
性
一

二二
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は
、
作
り
出
さ
れ
た
観
念
で
あ
り
、
幻
想
で
あ
る
。
天
空
の
マ
リ
ア
や
記
憶

の
な
か
の
ヴ
ェ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
が
「
永
遠
の
女
性
」
に
〈
仕
立
て
〉
ら
れ
る

と
、
現
実
を
生
き
た
本
当
の
彼
女
た
ち
の
く
生
身
〉
の
姿
は
隠
蔽
さ
れ
る
。

芥
川
は
『
西
方
の
人
」
二
九
二
七
年
八
月
、
『
改
造
』
）
で
も
「
マ
リ
ア
は

《
Ｈ
）

永
遠
に
女
性
な
る
も
の
」
（
「
二
マ
リ
ア
」
）
で
は
な
い
と
断
じ
て
い
る
。
「
西

方
の
人
」
で
は
ニ
ー
チ
ェ
が
よ
く
引
か
れ
て
い
る
が
、
ニ
ー
チ
ェ
の
『
こ
の

－
９
）

人
を
見
よ
」
で
は
、
一
わ
た
し
は
、
『
永
遠
の
女
性
一
の
本
質
に
通
じ
た
最
初

の
心
理
学
者
で
あ
る
」
と
語
ら
れ
、
｜
狂
乱
一
、
｜
邪
悪
」
、
｜
利
口
」
な
ど
の

「
永
遠
の
女
性
」
像
に
隠
蔽
さ
れ
た
女
性
の
生
々
し
い
「
心
理
」
（
真
実
）

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
「
永
遠
の
女
性
」
の
対
照
は
、
芥

川
が
『
文
芸
的
な
、
余
り
に
文
芸
的
な
』
で
取
り
上
げ
る
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
「
タ

ヒ
チ
の
女
」
に
見
出
せ
る
（
一
三
十
「
野
生
の
呼
び
声
」
」
）
。
芥
川
は
「
タ

ヒ
チ
の
女
」
が
「
視
覚
的
に
野
蛮
人
の
皮
膚
の
匂
い
を
放
っ
て
い
た
」
と
述

べ
、
そ
こ
に
「
野
生
の
呼
び
声
」
を
感
じ
る
。
芥
川
は
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
「
タ

マ
マ

ヒ
チ
の
女
」
に
威
圧
さ
れ
、
現
実
の
「
タ
イ
チ
の
女
に
見
こ
ま
れ
た
の
に
近

い
威
力
が
あ
る
」
と
い
う
が
、
現
実
の
〈
生
身
〉
の
姿
を
隠
蔽
す
る
「
永
遠

の
女
性
」
に
対
し
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
「
タ
ヒ
チ
の
女
」
は
、
あ
り
の
ま
ま
（
Ⅱ

「
野
生
」
）
の
姿
で
眼
前
に
迫
る
。
「
野
蛮
」
を
肯
定
し
、
積
極
的
な
身
体
表

現
を
す
る
『
七
階
の
運
動
」
の
能
子
の
〈
生
身
〉
の
姿
は
こ
れ
に
呼
応
す
る
。

〈
小
説
の
筋
〉
論
争
の
只
中
に
あ
っ
た
芥
川
は
へ
「
永
遠
の
女
性
」
と
い

う
〈
話
〉
の
〈
筋
立
て
〉
（
美
的
構
築
）
に
規
定
（
隠
蔽
）
さ
れ
る
、
現
実

一
Ⅱ
）

を
生
き
た
女
性
の
真
の
姿
に
目
を
向
け
た
。
「
七
階
の
運
動
」
で
「
永
遠
の

女
性
一
を
巡
る
久
慈
と
能
子
の
対
照
は
、
こ
の
文
脈
に
敏
感
に
反
応
し
た
も

の
に
ち
が
い
な
い
。
例
え
ば
、
久
慈
の
「
心
理
学
」
が
能
子
の
前
で
は
い
つ

も
「
狂
』
２
よ
う
に
、
彼
は
「
「
永
遠
の
女
性
。
一
の
本
質
に
通
じ
た
最
初
の

心
理
学
者
」
に
は
な
れ
な
い
。
久
慈
の
「
永
遠
の
女
性
」
は
、
「
永
遠
の
女

性
」
と
し
て
非
現
実
に
理
想
化
さ
れ
た
マ
リ
ア
や
ヴ
ェ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
と
同

質
で
あ
り
、
逆
に
、
「
タ
ヒ
チ
の
女
」
が
放
つ
よ
う
な
現
実
世
界
を
生
き
る

〈
生
身
〉
の
女
性
の
姿
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
能
子
に
見
出
せ
る
の
だ
。

芥
川
が
肯
定
す
る
の
は
、
あ
た
か
も
〈
話
〉
も
〈
筋
〉
も
な
い
〈
詩
〉
の

よ
う
に
、
技
巧
を
凝
ら
し
て
専
ら
〈
外
殻
〉
を
立
派
に
見
立
て
た
（
美
的
構

築
）
作
り
物
臭
さ
を
取
り
除
き
、
詩
的
世
界
や
詩
的
風
景
を
有
す
あ
り
の
ま

ま
の
〈
中
身
〉
（
「
詩
的
精
神
」
）
を
晒
し
、
現
実
世
界
の
読
者
に
直
接
迫
る

リ
ア
リ
テ
イ
ー
で
あ
る
。
例
え
ば
、
芥
川
は
「
話
ら
し
い
話
の
な
い
小
説
」

の
例
に
「
写
生
文
脈
の
小
説
」
を
挙
げ
て
い
る
。
写
生
文
は
、
現
実
の
世
界

か
ら
受
け
る
美
観
を
自
然
（
あ
り
の
ま
ま
）
に
、
客
観
的
に
写
生
す
る
の
だ

か
ら
、
そ
の
主
眼
は
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
追
求
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
写
生
文
に

は
作
者
に
よ
る
〈
筋
立
て
）
（
規
定
）
は
な
く
、
た
だ
あ
り
の
ま
ま
（
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
）
が
あ
る
だ
け
だ
。
芥
川
の
い
う
一
話
ら
し
い
話
の
な
い
小
説
」

と
は
、
作
者
の
意
図
（
恋
意
）
に
よ
っ
て
一
義
的
に
構
築
さ
れ
た
小
説
が
強

い
る
読
み
の
〈
制
度
〉
性
を
回
避
し
、
た
だ
晒
さ
れ
た
く
中
身
〉
だ
け
が
読

者
に
直
面
す
る
よ
う
な
小
説
の
あ
り
方
を
い
う
の
で
は
な
い
か
。

芥
川
は
遺
稿
「
十
本
の
針
』
の
「
十
言
語
一
で
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て

い
る
。

わ
た
し
た
ち
は
わ
た
し
た
ち
の
気
持
ち
を
容
易
に
他
人
に
伝
え
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
そ
れ
は
た
だ
伝
え
ら
れ
る
他
人
次
第
に
よ
る
。

四
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こ
こ
に
は
言
語
観
の
揺
ら
ぎ
が
噴
出
し
て
い
る
。
言
語
は
発
信
者
の
い
い
な

り
に
な
ら
ず
、
「
他
人
一
（
受
信
者
）
に
委
ね
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
言
語

表
現
で
あ
る
小
説
は
作
者
の
い
い
な
り
に
な
ら
ず
、
読
者
に
委
ね
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
貨
幣
と
言
語
は
し
ば
し
ば
構
造
的
類
似
性
が

指
摘
さ
れ
る
が
、
完
全
な
「
永
遠
の
女
性
」
が
「
お
金
」
に
よ
っ
て
構
築
さ

れ
る
と
い
う
久
慈
の
貨
幣
万
能
主
義
観
は
、
〈
筋
の
お
も
し
ろ
さ
〉
を
工
夫

し
て
構
築
さ
れ
た
く
話
〉
が
、
実
は
言
語
の
絶
対
性
に
保
障
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
似
て
い
る
。
「
永
遠
の
女
性
」
の
制
作
者
で
あ
る
久
慈
が
能
子
を
「
今

の
百
貨
店
の
売
上
高
で
は
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
の
は
、
彼
が
「
お
金
」
（
貨

幣
）
の
絶
対
性
を
疑
う
こ
と
を
知
ら
な
い
た
め
だ
が
、
同
様
に
作
者
が
言
語

の
絶
対
性
を
信
じ
る
が
ゆ
え
に
、
一
言
語
に
よ
る
完
全
な
美
的
構
築
Ⅱ
一
義
的

な
解
釈
を
強
い
る
小
説
の
完
成
と
い
う
理
念
が
生
じ
る
の
だ
。
つ
ま
り
、
自

己
を
規
定
す
る
「
永
遠
の
女
性
」
に
還
元
さ
れ
ず
、
現
実
世
界
を
生
き
る
自

立
し
，
た
く
生
身
〉
の
身
体
を
尊
重
す
る
「
七
階
の
運
動
」
の
能
子
を
認
め
る

こ
と
は
、
決
し
て
特
権
的
な
作
者
の
い
い
な
り
に
な
ら
な
い
不
透
明
な
言
語

が
集
積
し
た
小
説
が
、
読
者
の
前
に
あ
り
の
ま
ま
を
晒
す
こ
と
を
認
め
る
の

（
Ⅲ
一

と
同
様
な
の
だ
。

『
七
階
の
運
動
」
で
は
、
「
永
遠
の
女
性
」
を
夢
想
す
る
久
慈
に
典
型
を

見
る
男
性
の
一
方
的
な
女
性
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
に
、
女
性
を
規
定
、
抑
圧

す
る
〈
制
度
〉
性
が
嗅
ぎ
取
れ
る
。
例
え
ば
、
｜
永
遠
の
女
性
」
の
一
例
で

聖

横
光
利
一
『
七
階
の
運
動
』
論

あ
る
聖
母
マ
リ
ア
に
含
意
さ
れ
る
「
母
性
一
は
、
女
性
に
〈
母
〉
と
し
一
』
子

育
て
に
専
念
さ
せ
、
（
家
〉
へ
の
閉
塞
を
強
要
す
る
。
こ
の
ほ
か
一
永
遠
の

女
性
」
に
付
与
さ
れ
た
従
順
性
や
純
粋
性
（
ヴ
ェ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
）
は
、
女

性
の
自
立
心
や
自
由
を
奪
い
、
抑
圧
す
る
。
こ
の
よ
う
に
男
性
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
女
性
像
で
あ
る
「
、
氷
遠
の
女
性
」
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
へ
の
お

し
つ
け
、
規
定
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
｜
永
遠
の
女
性
」
は
男
性

に
よ
る
（
制
度
〉
的
思
考
の
産
物
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
自
由
を
躯
歌
す
る
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
の
出
現
や
、
自
立
を

目
指
す
職
業
婦
人
の
社
会
進
出
な
ど
は
、
女
性
を
抑
圧
す
る
（
制
度
〉
へ
の

反
逆
の
表
現
だ
。
例
え
ば
、
（
新
感
覚
派
〉
の
名
付
け
親
で
あ
る
批
評
家
千

葉
亀
雄
は
「
何
が
モ
ダ
ン
か
」
（
一
九
二
七
年
六
月
、
『
女
性
」
）
で
、
モ
ダ

ン
ガ
ー
ル
の
出
現
の
そ
も
そ
も
の
意
義
（
Ｉ
「
目
標
」
）
を
取
り
上
げ
る
と

同
時
に
、
「
単
に
女
性
の
美
に
よ
っ
て
男
性
を
ひ
き
つ
け
、
恋
愛
技
巧
の
遊

戯
に
浮
き
身
を
や
つ
」
し
、
モ
ダ
ニ
ス
ム
の
表
層
に
耽
溺
す
る
女
性
を
批
判

し
、
次
の
よ
う
に
述
毒
へ
・
て
い
る
。

目
標
は
、
男
性
に
占
有
さ
れ
た
男
性
の
世
界
を
破
っ
て
、
い
か
に
女
性

が
堂
々
と
共
同
戦
線
を
張
り
、
自
分
達
の
世
界
を
、
男
性
と
平
等
段
階

ま
で
に
築
き
上
げ
た
か
に
あ
る
。
そ
れ
が
順
序
と
し
て
は
、
新
女
性
の

関
心
は
、
単
に
第
一
次
性
で
あ
る
と
こ
ろ
の
狭
い
セ
ッ
ク
ス
の
範
囲
だ

け
に
捉
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
何
よ
り
も
先
ず
男
性
が
こ
れ
ま
で
築
き

上
げ
た
と
こ
ろ
の
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
構
成
に
凝
視
を
向
け
ね
ば
な
ら
な

い
。
（
中
略
）
さ
て
そ
れ
ほ
ど
理
性
が
発
達
し
、
知
識
が
洗
練
さ
れ

四
一



て
居
る
な
ら
ば
、
か
れ
等
は
生
き
た
現
実
の
前
に
立
っ
て
、
ど
れ
ほ
ど

の
見
識
を
示
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

『
七
階
の
運
動
」
で
は
、
競
子
を
初
め
と
す
る
百
貨
店
の
シ
ョ
ッ
プ
ガ
ー

ル
た
ち
に
、
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
に
搦
め
捕
ら
れ
、
恋
愛
中
心
の
退
廃
に
自

己
を
既
め
る
（
Ⅱ
身
体
を
売
り
物
に
し
て
男
性
に
隷
属
す
る
）
モ
ダ
ン
ガ
ー

ル
の
悪
し
き
一
面
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
批
判
し
、
「
生
き
た
現

実
の
前
に
立
一
つ
能
子
に
、
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
の
「
目
標
－
１
男
性
に
支
配
、

抑
圧
さ
れ
て
い
た
女
性
の
解
放
、
自
由
、
個
の
尊
重
が
見
出
せ
る
の
だ
。
つ

ま
り
、
「
七
階
の
運
動
」
で
は
、
現
実
の
女
性
（
能
子
）
を
規
定
、
抑
圧
す

る
男
性
（
久
慈
）
の
〈
制
度
〉
的
思
考
の
産
物
で
あ
る
と
い
う
「
永
遠
の
女

性
」
“
の
本
質
が
、
と
り
わ
け
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
の
実
状
を
示
す
〈
身
体
〉
表
現

に
よ
っ
て
露
と
な
り
、
批
判
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
「
永
遠
の
女
性
一
の
パ
ー
ツ
と
し
て
の
規
定
を
拒
絶

し
、
〈
生
身
〉
の
身
体
一
つ
で
現
実
を
生
き
る
能
子
を
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
、

そ
う
し
た
く
生
身
〉
を
疎
外
（
隠
蔽
）
す
る
近
代
の
〈
制
度
〉
へ
の
批
判
と

い
う
小
説
の
内
実
（
Ⅱ
〈
中
身
〉
）
と
、
読
み
の
〈
制
度
〉
性
を
回
避
す
る

作
品
の
構
成
（
Ⅱ
〈
外
殻
〉
）
が
呼
応
す
る
こ
と
で
、
「
七
階
の
運
動
」
と
い

う
言
語
表
現
の
集
積
物
は
、
「
話
ら
し
い
話
の
な
い
」
Ⅱ
作
者
が
一
方
的
に

読
者
に
意
味
を
付
与
（
規
定
）
し
な
い
小
説
の
実
践
物
と
し
て
現
実
（
読
者
）

に
晒
さ
れ
た
の
だ
。

註
（
１
）
例
え
ば
、
一
九
二
七
年
五
月
の
京
都
市
役
所
社
会
課
に
よ
る
報
告
「
職
業

婦
人
に
閨
す
る
調
査
』
に
よ
れ
ば
、
百
貨
店
の
店
員
一
二
三
人
を
含
む
女
性

店
員
一
五
○
人
の
平
均
月
収
は
二
六
・
○
二
円
で
あ
り
、
女
性
事
務
員
の

平
均
月
収
三
四
・
五
四
八
円
を
は
じ
め
、
他
の
ど
の
職
種
よ
り
も
格
段
に
低

い
。
ま
た
、
一
九
三
一
年
一
二
月
発
行
の
東
京
市
役
所
編
『
婦
人
職
業
戦
線

の
展
望
』
「
統
計
編
」
を
見
て
も
、
百
貨
店
の
女
店
員
の
平
均
月
収
二
九
円

は
、
女
性
事
務
員
の
平
均
月
収
三
七
円
、
商
工
業
に
従
事
す
る
婦
人
の
平
均

月
収
三
六
円
よ
り
低
い
。

（
２
）
川
崎
ナ
シ
の
「
職
業
婦
人
を
志
す
人
の
た
め
に
』
二
九
三
二
年
一
二
月

発
行
、
現
人
社
）
に
よ
れ
ば
、
百
貨
店
の
店
員
は
「
終
日
冷
い
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
上
に
立
ち
通
し
で
す
か
ら
、
勢
い
扁
平
足
と
か
、
冷
え
込
み
と
か
の
病

気
に
羅
り
易
い
事
な
ど
、
｜
応
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」
と

あ
る
。
ま
た
、
前
掲
の
『
職
業
婦
人
に
閨
す
る
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
百
貨
店

の
勤
務
時
間
は
平
均
九
時
間
か
ら
九
時
間
半
で
あ
り
、
夜
勤
も
あ
る
。
ま
た
、

三
件
の
百
貨
店
の
う
ち
一
件
は
休
憩
時
間
が
無
く
＄
一
件
は
不
定
で
あ
り
、

残
り
の
一
件
も
一
回
、
一
時
間
だ
け
で
あ
る
。

（
３
）
〈
生
身
〉
の
能
子
が
生
き
る
現
実
世
界
は
、
後
期
の
Ｅ
・
フ
ッ
サ
ー
ル
が

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
学
の
危
機
と
超
越
論
的
現
象
学
』
（
’
九
三
五
～
三
六
年
）

で
述
べ
る
一
生
活
世
界
」
や
、
メ
ル
ロ
・
ポ
ン
テ
ィ
ー
が
い
う
世
界
の
内
で

行
為
す
る
（
身
体
〉
を
想
起
さ
せ
る
。

（
４
）
例
え
ば
、
マ
ル
ク
ス
は
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
な
か
で
、
都
市

や
地
方
な
ど
の
交
通
の
強
度
（
拡
大
）
と
生
産
性
の
密
接
な
関
係
を
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
交
換
の
発
達
（
資
本
主
義
）
は
交
通
の
拡
大
と
と
も
に
あ

り
、
生
産
力
の
向
上
は
、
技
術
（
機
械
）
の
発
達
と
と
も
に
あ
る
。
ま
た
、
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横
光
利
一
『
七
階
の
連
動
』
論

同
時
代
の
柳
田
國
男
は
．
一
」
明
治
大
正
史
世
相
篇
凧
一
（
’
九
三
一
年
一
月
、
『
明

治
大
正
史
』
第
四
巻
と
し
て
刊
行
、
朝
日
新
間
社
）
で
、
「
都
市
は
い
つ
の

間
に
か
驚
く
ほ
ど
大
き
く
な
っ
て
い
た
」
と
い
い
、
「
経
済
都
市
」
と
い
う

表
現
を
用
い
て
「
新
し
い
交
通
系
統
は
ま
ず
こ
れ
を
支
援
し
た
一
と
説
明
し

て
い
る
。

（
５
）
ニ
ー
チ
ェ
の
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
で
は
、
「
回
帰
の
円
環
」
が
「
永
遠

の
女
性
」
と
と
も
に
激
し
く
求
め
ら
れ
て
い
る
（
第
三
部
末
「
七
つ
の
封
印
」
）

が
、
い
わ
ば
、
『
七
階
の
運
動
』
で
も
一
階
か
ら
七
階
ま
で
の
各
層
に
、
パ

ー
ツ
と
な
る
シ
ョ
ッ
プ
ガ
ー
ル
た
ち
が
一
‐
封
印
」
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
↓
註

（
９
）
参
照
。

（
６
）
第
二
部
第
五
幕
参
照
。

（
７
）
こ
こ
で
は
俺
‐
原
語
「
旨
吻
田
芝
侭
‐
雲
ｃ
弓
胃
胃
」
の
エ
ー
ヴ
ィ
ヒ
を
一
副
詞
で

な
く
形
容
詞
と
解
す
べ
き
」
だ
と
し
て
、
「
永
遠
に
女
性
な
る
も
の
」
と
せ

ず
「
永
遠
な
る
女
性
」
と
訳
し
た
相
良
守
峰
訳
（
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
下
巻
一
註
」
、

一
九
五
八
年
三
月
、
岩
波
文
庫
）
に
従
っ
て
お
く
。

（
８
）
芥
川
は
『
株
儒
の
言
葉
』
（
一
九
二
三
年
一
月
～
二
七
年
一
二
月
）
で
も

「
「
永
遠
に
女
性
な
る
も
の
」
を
崇
拝
し
た
ゲ
エ
テ
は
仕
合
せ
も
の
」
だ
と

椰
楡
し
て
い
る
（
｜
女
人
崇
拝
．
｜
）
。

（
９
）
『
こ
の
人
を
見
よ
』
だ
け
で
な
く
、
「
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
（
第
二
部
「
詩

人
」
や
第
三
部
末
「
七
つ
の
封
印
」
な
ど
）
に
も
「
永
遠
の
女
性
」
と
い
う

表
現
が
み
ち
れ
る
。
あ
る
い
は
、
久
慈
が
「
永
遠
の
女
性
」
を
構
築
せ
ん
が

た
め
に
繰
り
返
す
「
七
階
の
運
動
一
は
、
子
供
を
生
ま
せ
た
い
一
女
性
一
と

し
て
の
「
永
遠
」
や
、
／
一
回
帰
」
、
「
円
環
」
を
賛
美
す
る
「
七
つ
の
封
印
」

に
共
鳴
す
る
か
。

（
川
）
『
西
方
の
人
』
や
『
続
西
方
の
人
』
（
一
九
二
七
年
九
月
、
『
改
造
』
）
で
神

の
愛
や
奇
跡
な
ど
の
形
而
上
的
な
も
の
で
な
く
、
「
生
活
者
ク
リ
ス
ト
」
の
行

為
に
注
目
さ
れ
る
の
も
同
様
で
あ
る
。

（
Ⅱ
）
芥
川
の
見
解
を
踏
ま
え
、
近
代
の
〈
制
度
〉
を
見
つ
め
る
横
光
は
、
「
感

覚
の
あ
る
作
家
達
」
（
一
九
二
八
年
八
月
、
『
文
芸
春
秋
』
）
で
、
｜
新
し
い
文

学
の
形
式
は
、
そ
の
時
代
の
民
族
の
生
活
形
式
か
ら
生
ま
れ
て
来
る
と
云
っ

た
の
は
、
言
語
学
者
の
権
威
ソ
ッ
シ
ュ
ー
ル
の
み
の
言
葉
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
横
光
文
学
は
言
語
観
の
転
回
が
生
じ
た
世
界
的

同
時
性
の
う
ち
に
あ
っ
た
の
だ
。

（
皿
）
例
え
ば
、
櫻
井
兵
五
郎
は
「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
と
職
業
婦
人
」
（
一
九
二
七

年
八
月
、
『
女
性
』
）
で
、
職
業
婦
人
と
「
結
婚
」
や
「
母
性
」
を
対
比
し
て

論
じ
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

天
が
與
え
た
女
性
へ
の
使
命
の
一
つ
は
、
母
性
と
し
て
生
き
抜
く
と
云

う
こ
と
に
あ
る
と
云
わ
れ
る
。
そ
の
様
に
母
性
と
し
て
、
生
き
る
た
め

に
は
、
最
善
に
し
て
、
最
大
の
努
力
が
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

恐
横
光
の
引
用
は
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』
（
’
九
八
一
年
六
月
～
八
七
年
一
二

月
、
河
出
書
房
新
社
）
、
芥
川
の
引
用
は
一
芥
川
龍
之
介
全
集
一
一
（
一
九
七
一

年
三
～
一
一
月
、
岩
波
書
店
）
、
千
葉
亀
雄
の
引
用
は
初
出
（
一
九
二
七
年

六
月
、
『
女
性
』
）
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
旧
仮
名
遣
い
は
新
仮
名
遣
い
に
改

め
た
。

（
や
も
と
．
こ
う
じ
本
学
大
学
院
博
士
課
程
）
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